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Dan Sperber and Deirdre Wilson 

Relevance: Communication and Cognition 

大津 隆 広

1986年に出版されたS戸 市erand Wilson著のRelevance:Communicαtion and Cognition 

（邦題 f関連性理論一一伝達と認知』〉の目的は、いわゆる語用論を認知的に妥当な

方法で説明？ることにあり、 あるいは非言語による伝達と理解がその他の認知

システム〈例えば、知覚、記憶、推論〉とどのように関わっているかを明らかにす

ることにある。 PaulGriceは、発話解釈とは理性的で推論を律う活動であり、ぞれは

し手が意図した意味へと を導く期待を作り出す た。 Griceが言う期待

とは、協調の原期からも明らかなように、話し手は開き手の発話解釈の作業に協力

的で、誠実で、溜格な情報を与え、無関孫なことを言わず、言い方もはっきりして

いるということで島る。これに対して、関連性理論ではGriceの協調の原則が語用論

の発展に与えた貢献を評揺するものの、コミュニケ…ションの場における伝達と

知の仕組みを管理している原則を関連性の原期と呼ぶ。 relevance〈関連性）とは

Griceのrelation（関採性）とは異なり、開き手の関心をさiくに値する（worththe 

audience’S拭tention）ということであり、身近にある最も関連性の高い現象に注意を払

う娯向を捉えたものである。

認知のプロセスへのインプットとして関連性が高いと認識される情報は意図明示

的刺激（ostensivestimuli）と呼ばれる。例えば事物や事象を眺める場合、われわれは

自分にとって関Jむのあるものと関心のないものを自動的に区別し、関心のあるもの

に対してそとから何かの結論を得ょうとする。意図明示的刺激になりうるものは、

視覚、昔、昔話による発話、ウインク、指差しなどがある。訴えば、酒をもう一杯

欲しい時には、自分のからのグラスを指差したり、持ち上げたり、意味ありげにグ

ラスをじっと見つめたり、あるいは言葉によりグラスが密であるととを怯えたりす

る。意図が明示的な刺激を相手に与えた方が、関連性の見込みは高いからである。

とのように、意図明法的刺激は受け手において何らかの解釈を引き起こすためのイ

ンプットとなり得る。例えば、グラスを しぐさを見た受け手は、その刺激
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（インフ。ット）と予めもっている背景的知識や想定（例えば、どのような場合に人

はグラスを指差すかなどの知識）を組み合わせることで、相手の意図を解釈するこ

とになる。インフットが背景的知識と結びつき個人にとって重要な結論を導き出す

そうしたケースはわれわれの日常生活において沢山見られる。

関連性とは程度の問題であり、認知効果（cognitiveeffect）と処理労力（processing

effort）により決まる。認知効果は、注目に値するだけの情報を認知のインプットとす

ることで新たな結論に至り、認知環境が変わることを意味する。特に個人にとって

重要な結論はpositivecognitive effect （正の認知効果）と呼ばれ、 3つの場合一

( 1)文脈含意の派生、 (2）既存の想定の強化、 (3）既存の想定の修正ーが考

えられる。 ( 1)の事例はインフ。ットとなる新しい情報と既存の想定が組み合わさ

ることで、結論が生じる場合で、発話の含意が解釈される仕組みを説明することが

できる。 ( 2）と（ 3）の事例は、既存の想定が確信へと変化したり、あるいは間

違いであると認識する場合である。つまり、認知のインフットとなる発話またはそ

の他の意図明示的刺激を処理することにより得られる認知効果が大きいほどそれら

の関連性は高いことになる。一方、処理労力は、インプットを心的に表示し、文脈

情報にアクセスし、認知効果を引き出す際に用いられる知覚、記憶、推論に要する

労力と定義される。発話またはその他の意図明示的な刺激を処理することで認知効

果を得る際には余分な労力が伴わないことが必要であり、認知効果を得るのに必要

な処理労力が少ない程、関連性は高いことになる。

1995年に改訂された第二版では、関連性の原則を認知に関わる第一原則と伝達に

関わる第二原則に分ける試みが行われた。認知に関する原則とは、人間の認知とは

関連性が最大になるように（つまり、できるだけ少ない処理労力で多くの認知効果

を得るように）行われるというものである。この原則があるゆえに、例えば、知覚

においてわれわれは関連性の高い刺激を自動的にインプットとして選択するし、記

憶から発話解釈に必要な想定を呼び出す場合にも、関連性の高いものをまっ先に活

性化させるであろう。また、他人の心的状態を予測し、操作することもある程度可

能になる。例えば、わざと相手が見える場所に空のグラスを置いて、相手が気づい

てくれておかわりが欲しいのだと結論付けてくれるだろうと相手の心を読むことは

日頃よく行うことである。一方、伝達に関する第二原則は意図明示的伝達行為は自

動的に最適の関連性の見込みを伝達するというものである。話し手は最も関連性が
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いやり方で伝達し、聞き手は関連性を最大限にするコンテクストでその話し手が

伝達したものを処理しようとする。話し手は、自分が提示しようとする情報は開き

の注意を引き付けるのに撞するだけの十分な関連性をもっということを示唆して

いることになる。

Sperber and Wilsonの関連性理論の枠組みは、 RobynCarstonの明示的コミュニケー

ションと非明示的コミュニケーションの区間や表意拡充に関わる推論のパターン

化、 DianeBlakemoreの概念的意味と手続き的意味の区別などへと拡がりを見せてい

る。人間の認知は関連性が最大になるように行われ、最適な関連性の見込みを伝達

するという関連性志向の能力は生得的で普遍的な認知能力であると考えられてい

る。しかし、文化や雷諾コミ 1 ニティーが独自に持つ異質な要留について宮及され

ておらず、今後の課題として検証が行われるべきであろう。
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